
JFEシビルのサイロ構築スリップフォーム工法

１．大がかりな足場が不要で効率的。

２．コンクリートの連続打設ができ、工期が短縮できます。

３．ロッドとジャッキにより、安全な作業床の昇降が可能です。

スリップフォーム工法によるコンクリートサイロの連続施工の特徴

火力発電所の石炭サイロ工事

型枠や足場を装着したジャッキがロッドを上昇していくことにより、連続的なコンクリート
打設作業が可能です。
型枠をスライドさせながらコンクリート壁を構築できるため、ステップ毎の型枠解体が不
要で、工期短縮できます。
特に、足場の設置が困難なサイロのコンクリート工事で力を発揮します。

構築イメージ

両変断面工法の場合 １５～２０ｃｍ／層で打設、打設スピードに合わせ３～５ｃｍ毎にスライド

スーパージャッキシステム　テクニカルノート

セメントサイロ工事
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壁コンクリート構築と同時に屋根をリフトアップ

ジャッキ周辺作業状況

サイロ基部のスライド装置と屋根鉄骨 壁コンクリート打設状況

ヨークおよびジャッキ部分


